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7)エス トリオ-ル 8アル ファロ-ル餅周療法

による骨粗餐症の治療

谷 啓光 (下越病院産婦人科)

倉林 工 (若 鳳 声 単 産 糾う

目的 :1.DEXA 法を使用せずに,DTP法で骨畳減

少の診断管理が可能か否か検討する.2.骨盈減少に対

するエス トリオール ･アルファロ-ル ･Ca併周療法の

有効性を検討する.方法 :1.H4年 8月より5年12月

までの間,腰痛等症状を持つ婦人に DIPを施行 し 年

代別推移をふた.∑GSD≦2.26の症例には胸腰椎 Xp

を撮影 した.2.上記療法をこよる ∑GS/D の推移をみ

た.-L一部他の療法もした.結果 :計43O例に DIPをし

た.∑GS■D は56-60才以後有意に低下した.≡GS.:I)

≦2.26の頻度は461-50才では12.5%なのに､56-60才,

61-65才,661-70才.71--75才では,41.00.;,54.49｡,

83.1%.82.9%と増加 した.DIP法の感度は0.93,

特異度は0.75,精度は0.92,有効度は 1.68であった.

上記治療により ∑GS/D は8%/年と有意に増加 し

た.他の療法でも ∑GS/D の増加ないし増加額向を認

めた.結語 :1.∑GS.:D は,従来の DEXA 法による

報告と同様の動態を示すので,DIPでも骨盈減少の管

理が可能であると示唆された.2.上記療法は骨最減少

をこ有効であった.

81糖尿病患者の HDLl二

一 とくに高 HDL.ぐ 血症 と LCAT.

LPL,HTGL,CETP について-一

山田 幸男 ･高沢 哲也 (信濃園病院内科)

岩原由美子 ( 同 栄養科)

斉藤 康 (慶競 誤 認 )

糖尿病患者の血中 HDL-C は低値の人が阜いが,高

院の糖尿病外来に通院中の高 HDLllr血症患者は23名

おり,全糖尿病患者の1.5%をこ相当する.また,他の疾

患患者に比べ高 HDLペコ血症の患者の比率が明らかをこ

高いことから,糖尿病という疾患をこ特異な病魔と思われ

る.

そこで高 HDLぺ:血症患者を含む87名の糖尿病患者

で fiDL代謝と関連の深い4つの酵素.LCAT (leci山in-

7シJL転移酵素),LPL(lipoproteinlipase, りポ蛋白

I),ミーゼ),HTGL(hepatictriglycer.i°elipase.肝性

207

り′1----ゼ),および CETP(cholesterylestertransfer

C との関係について検討 した.その結果,HDL-C は

LCAT と HTGL とは有意の負の相関を,また LPL

とは正の有意の相関を示 した.さらに CETP値は高

を荘)Lべ;血症の6名の患者のうち5名は極めて低値であっ

た.中でも HDLの逆転送作用iこかかわi.)の大きい HT-

GLとCETP値が高 HDL-C 血症患者では低値であ

ることから.HI)L.C が高いからといって額面通 りには

逆転送作用はしていないものと考えられた.

9)糖尿病患者iこおける低 HDL血症に対す

るべザフイプラ- 卜の効果
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【日的】糖尿病に伴な')低 HDL血症iこ対 しベザ7(

プラ- 卜が改善効果をもたらすかどうかをこついて検討 し

た.【方法】fLjL<4Omg::dlの NIDDM 患者14名 (男

性 9名.女性5名)にベザ7イブラー ト200mg/I-日を

投与し,服用前と1ケ月後,3ケ月嵐 6ケ月後の T.C.,

T.G..捕)L,HbAl｡､丁ポ蛋白を測定 した.【結果】T.C.,

T.G.は投与後有意に減少.HDLは有意に増Z)[]した.

7ポ蛋白は A-I,A一打 が有意に増加.Bが有意に減

少,C-Ⅱ,C-Ⅲ,Eは減少額向を認めた.HDL の増

加量は T.G.の減少量と相関 (T-0.673い を認めた.

HbAl｡は7.4-7.0.%と減少を認札 特に男性で7.2--1輔.5

%と著明であった.た結論】① 糖尿病に伴なう低 HDL

血症に対 し,ベザ-7(ブラー トが改善効果をもたらすこ

とが明らかをこなった,② 上記効果は,T.G.の減少幅

が大きい症例ほど顕著であった,③ べザフイプラ- 卜

の投与によ().HbAl｡の改善幌向が認められ 特に男

性で著明であった.

10)中高年婦人の高脂血症 とエス トロゲ ソの影
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【目的】1,中高年婦人の高脂血症に関する疫学調査を

する.2.エストロゲン (E)(特に E3) の脂質に対す


